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平成２５年１２月号

豚のウイルス性下痢症が発生！
国内で豚流行性下痢（PED）、伝染性胃腸炎（TGE）の発生報告
があり、先日は県内でもTGEの発生が報告されました。
どちらもコロナウイルスが原因で下痢を主徴とする疾病であり、
冬に多発します。ウイルスを含んだ糞便や汚染された人・器具等
に接触することで、口や鼻から感染します。今後はPED・TGEワク
チンの接種による予防や、ウイルスを農場に侵入させない対策を
徹底しましょう！

10月1日 沖縄 155頭 1戸
11月18日 茨城 188頭 1戸
11月29日 茨城 218頭 1戸

11月12日 福岡 20頭 1戸
12月2日 熊本 1頭 1戸

豚流行性下痢（PED） 伝染性胃腸炎（TGE）
発生状況

アカバネ病の生後感染に注意しましょう！

鹿児島県、宮崎県に続き、福岡
県でもアカバネ病の生後感染が確
認されました。
牛飼養農家の皆さんは引き続き
①ワクチン接種
②昆虫の防除対策
③異常を発見した際は早期通報

をお願いします。

アカバネ病（生後感染）の
主な症状
• 起立不能
• 球節のナックル
• 狂騒等の神経症状
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豚コレラ・アフリカ豚コレラに関する
特定家畜伝染病防疫指針が全部変更されました

豚コレラについては平成１８年３月に、アフリカ豚コレラについては
平成２３年１０月に特定家畜伝染病防疫指針を公表し、指針に沿っ
て防疫対策を進めてきました。

今回、発生予防、早期通報及び迅速な初動対応を確保するため
の見直しが行われ、平成２５年６月２６日付で公表されました。

2

＜主な変更点＞
①患畜・疑似患畜の判定基準が明確化

各都道府県で行うウイルス分離等の検査に加え、遺伝子検査を
導入し迅速に患畜・疑似患畜を判断し速やかに防疫措置が開始
できます。

②発生農場における２４時間以内の殺処分と７２時間以内の埋却

口蹄疫や鳥インフルエンザと同様に、速やかなまん延防止措置
について明記されました。

③移動制限区域及び搬出制限区域の設定
旧指針では発生農場を中心に半径10km の移動制限区域が設
定されていましたが、変更により発生農場を中心に半径3km の移
動制限区域と半径10km の搬出制限区域が設定されることになり
ました。これにより、発生農場周辺の農場からと畜場への出荷等
の制限が若干緩和されます。

※新しい指針は、農林水産省ホームページでご覧いただくことが出来ます
http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_bousi/index.html
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平成２５年１１月２７日、韓国慶尚南道泗川市の豚繁殖農場に
て豚コレラが発生しました。韓国での発生は２００９年以来３年
ぶりです。

平成２５年６月～１０月、ロシアでアフリカ豚コレラが発生し感
染が拡大しました。ロシアだけでなく近隣諸国での続発も確認さ
れています。

両疾病は今年に入り、近隣諸国での発生を確認しています。今
後も農場への侵入防止対策の徹底と、異常を発見した場合の早期
通報をよろしくお願いします。

• 豚コレラ

• アフリカ豚コレラ
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家畜伝染病発生情報メールサービスをご活用下さい！

防災情報や家畜伝染病発生情報を配信しています。
下記アドレスもしくはQRコードより、登録用ホームページへ！

http://www.anshin.pref.kumamoto.jp/

毎月２０日は「くまもと家畜防疫の日」

毎月２０日は飼養衛生管理基準の自主チェックおよび農場消毒を行う日です。
口蹄疫を始めとする家畜伝染性疾病の侵入を防ぎ、発生を予防するためには、
地域一帯の衛生水準を上げる事が重要です。
農場を守るため、２０日の自主チェックと消毒を習慣化させましょう！

豚コレラとアフリカ豚コレラは症状がよく似ていて、
発熱や全身の出血性病変などを示します。どちらも、人
への感染はありません。
日本は平成１９年に豚コレラ清浄化を達成し、アフリ

カ豚コレラは現在まで発生はありません。ウイルスを国
内へ侵入させないためにも、発生国への訪問はできるだ
け控えましょう。

豚コレラ・アフリカ豚コレラの
近隣諸国での発生について



4

近隣諸国における悪性伝染病発生情報

病名 発生地 発生月日 畜種 型

10月2日 牛・豚・羊・山羊 A

11月27日 牛 A

アフリカ豚コレラ ロシア
6月30日

～10月9日

豚、

野生イノシシ

豚コレラ 韓国 11月27日 豚

高病原性

鳥インフルエンザ
ベトナム 10月7日 家きん H5N1亜型

低病原性

鳥インフルエンザ
台湾 10月18日 家きん H5N2

口蹄疫 ロシア

１２月３日現在

日 月 火 水 木 金 土
12/22 23 24 25 26 27 28
休業 休業 通常業務 特別業務

天皇誕生日 １５：００まで

29 30 31 1/1 2 3 4
休業 特別業務 休業 休業 休業 休業 特別業務

午前のみ 元日 １５：００まで

5 6 7 8 9 10 11
休業 通常業務 午前のみ

12 13
休業 休業

成人の日

㈱熊本蛋白ミール公社
年末年始の死亡牛受入時間について

平成２５年１２月２８（土）、３０日（月）及び平成２６年１月４日（土）
は、年末年始の特別業務としまして午前・午後に業務を行いますの
でお知らせします。

業務時間 午前８：３０～１１：３０ 午後１３：００～１５：００（時間厳守）

お問い合わせ先：（株）熊本蛋白ミール公社
0968-26-3766


